
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
四
十
一
万
七
千
六
百
円
」
を
「
四
十
一
万
八
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
五
万
二
千
百
円
」
を
「
五
万
二
千
六
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
八
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
十
」
を
「
百
分
の
十
六
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
五
」
を
「
百

分
の
八
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
四
千
七
百
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
二
万
二
千
五
百
円
」
を
「
二
万
四
千
円
」
に
、
「
七

千
七
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
七
千
五
十
円
」
を
「
七
千
五
百
円
」
に
、
「
三
万
三
千
七
百
五

十
円
」
を
「
三
万
六
千
円
」
に
、
「
一
万
千
五
百
五
十
円
」
を
「
一
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
万
三
千
五

百
円
」
を
「
二
万
五
千
円
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
六
・
二
五
」
を
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
二
十
六
・
二

五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
に
、
「
百
分
の
百
六
・
二
五
」
を
「
、
六
月
に
支
給
す
る
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場
合
に
は
百
分
の
百
六
・
二
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
八
・
七
五
」
に
、
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
を

「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
六
十
七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
七
十
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
百
分
の
七
十
一
・
二
五
」
と
」
の
下
に
「
、
「
百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
三
・
七

五
」
と
」
を
、
「
百
分
の
六
十
一
・
二
五
」
と
」
の
下
に
「
、
「
百
分
の
百
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
三
・

七
五
」
と
」
を
加
え
る
。 

第
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
加
算
し
た
額
に
」
の
下
に
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
」
を
、
「
百
分
の
百

二
十
六
・
二
五
）
」
の
下
に
「
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
八
・
七
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百

分
の
百
二
十
八
・
七
五
）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百

七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
」
の
下
に
「
、

六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
」
を
、
「
百
分
の
六
十
一
・
二
五
）
」
の
下
に
「
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
五

十
三
・
七
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
三
・
七
五
）
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
三
万
五
千
七
百
円
」
を
「
三
万
六
千
八
百
円
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
十
一
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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別表第一　行政職俸給表（第六条関係）

イ　行政職俸給表(一)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級 ９　級 10　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

3
― 3 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

4
― 4 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

 備考　この表は、他の俸給表の適用を受けない全ての職員に適用する。ただし、第二十二条及び附則第三項に規定
　　 する職員を除く。

5
― 5 ―



ロ　行政職俸給表(二)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

6
― 6 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

7
― 7 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

8
― 8 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、機器の運転操作、庁舎の監視その他の庁務及びこれらに準ずる業務に従事する職員で人事院規則
　　 で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

9
― 9 ―



別表第二　専門行政職俸給表（第六条関係）

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分 号 俸

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

10
― 10 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

11
― 11 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

 備考　この表は、植物防疫官、家畜防疫官、特許庁の審査官及び審判官、船舶検査官並びに航空交通管制の業務そ
　　 の他の専門的な知識、技術等を必要とする業務に従事する職員で人事院規則で定めるものに適用する。

12
― 12 ―



別表第三　税務職俸給表（第六条関係）

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級 ９　級 10　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分 号 俸

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

13
― 13 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

14
― 14 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

 備考　この表は、国税庁に勤務し、租税の賦課及び徴収に関する事務等に従事する職員で人事院規則で定めるもの
　　 に適用する。

15
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別表第四　公安職俸給表（第六条関係）

イ　公安職俸給表(一)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級 ９　級 10　級 11　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

16
― 16 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

17
― 17 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

18
― 18 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

 備考　この表は、警察官、皇宮護衛官、入国警備官及び刑務所等に勤務する職員で人事院規則で定めるものに適用
　　 する。

19
― 19 ―



ロ　公安職俸給表(二)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級 ９　級 10　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

20
― 20 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

21
― 21 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

 備考　この表は、検察庁、公安調査庁、少年院、海上保安庁等に勤務する職員で人事院規則で定めるものに適用
　　 する。

22
― 22 ―



別表第五　海事職俸給表（第六条関係）

イ　海事職俸給表(一)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

23
― 23 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

24
― 24 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、遠洋区域又は近海区域を航行区域とする船舶その他人事院の指定する船舶に乗り組む船長、航海
　　 士、機関長、機関士等で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

25
― 25 ―



ロ　海事職俸給表(二)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

26
― 26 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

27
― 27 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、船舶に乗り組む職員（海事職俸給表(一)の適用を受ける者を除く。）で人事院規則で定めるもの
　　 に適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

28
― 28 ―



別表第六　教育職俸給表（第六条関係）

イ　教育職俸給表(一)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

29
― 29 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

30
― 30 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、大学に準ずる教育施設で人事院の指定するものに勤務し、学生の教育、学生の研究の指導及び研
　　 究に係る業務に従事する職員その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

31
― 31 ―



ロ　教育職俸給表(二)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

32
― 32 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

33
― 33 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

34
― 34 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、高等専門学校に準ずる教育施設で人事院の指定するものに勤務し、職業に必要な技術の教授を行
　　 う職員その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

35
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別表第七　研究職俸給表（第六条関係）

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

36
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定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

37
― 37 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、試験所、研究所等で人事院の指定するものに勤務し、試験研究又は調査研究業務に従事する職員
　　 で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

38
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別表第八　医療職俸給表（第六条関係）

イ　医療職俸給表(一)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円

職員
の区
分 号 俸

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

39
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定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

40
― 40 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円

 備考　この表は、病院、療養所、診療所等に勤務する医師及び歯科医師で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

41
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ロ　医療職俸給表(二)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

号 俸

42
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定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

43
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基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円 円

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

 備考　この表は、病院、療養所、診療所等に勤務する薬剤師、栄養士その他の職員で人事院規則で定めるものに適
　　 用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

44
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ハ　医療職俸給表(三)

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分 号 俸

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

45
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定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

46
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定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

47
― 47 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円 円

 備考　この表は、病院、療養所、診療所等に勤務する保健師、助産師、看護師、准看護師その他の職員で人事院規
　　 則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

48
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別表第九　福祉職俸給表（第六条関係）

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円

職員
の区
分 号 俸

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

49
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定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

50
― 50 ―



定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

51
― 51 ―



基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円 円 円

 備考　この表は、障害者支援施設、児童福祉施設等で人事院の指定するものに勤務し、入所者の指導、保育、介護
　　 等の業務に従事する職員で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

52
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別表第十　専門スタッフ職俸給表（第六条関係）

職務
の級

１　級 ２　級 ３　級 ４　級

俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円

職員
の区
分 号 俸

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

53
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基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

基　　準
俸給月額

円 円 円 円

 備考　この表は、行政の特定の分野における高度の専門的な知識経験に基づく調査、研究、情報の分析等を行うこと
     により、政策の企画及び立案等を支援する業務に従事する職員で人事院規則で定めるものに適用する。

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員以
外の
職員

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

54

別表第十一　指定職俸給表（第六条関係）

俸　給　月　額

　　　　　　　　　　　　　　　　円

号 俸

備考　この表は、事務次官、外局の長、試験所又は研究所
　　の長、病院又は療養所の長その他の官職を占める職員
    で人事院規則で定めるものに適用する。
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別表第十一　指定職俸給表（第六条関係）

俸　給　月　額

　　　　　　　　　　　　　　　　円

号 俸

備考　この表は、事務次官、外局の長、試験所又は研究所
　　の長、病院又は療養所の長その他の官職を占める職員
    で人事院規則で定めるものに適用する。

55
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第
二
条
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
第
五
条
第
一
項
中
「
単
身
赴
任
手
当
」
の
下
に
「
、
転
居
手
当
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
十
第
一
項
第
二
号
中
「
同
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
二
条
の
三
第
七
項
第
二
号
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
職
員
の
住
居
と
配
偶
者
の
住
居
と
の
間

の
交
通
距
離
（
以
下
単
に
「
交
通
距
離
」
と
い
う
。
）
が
人
事
院
規
則
で
定
め
る
距
離
以
上
で
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
額
に
、
七
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
交
通
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
）
」
を
削

 

る
。

 

第
十
二
条
の
三
を
第
十
二
条
の
四
と
し
、
第
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
転
居
手
当
） 

第
十
二
条
の
三
　
職
員
が
異
動
等
に
伴
つ
て
特
定
転
居
元
か
ら
住
居
を
移
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
転
居
元
か
ら

当
該
異
動
等
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
通
勤
距
離
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め

る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
往
来
距
離
（
往
来
距
離
に
よ
り
難
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
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と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
区
間
の
距
離
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
人
事
院

規
則
で
定
め
る
距
離
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
異
動
等
の

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
当
該
異
動
等
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）
か
ら
三
年
間
（
単
身

赴
任
手
当
支
給
職
員
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
が
支
給
さ
れ
る
間
）
、
転

居
手
当
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
異
動
等
に
当
た
り
一
定
の
期
間
内
に
当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た

官
署
へ
の
異
動
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
転
居
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
と
し

て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
　
転
居
手
当
の
月
額
は
、
四
万
三
千
円
（
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
に
あ
つ
て
は
、
十
万
五
千
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
往
来
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。 

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
転
居
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
が
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
以
外
の

職
員
と
な
つ
た
と
き
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
転
居
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
以
外
の
職
員
が

単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
と
な
つ
た
と
き
は
、
転
居
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で

定
め
る
場
合
を
除
き
、
引
き
続
き
転
居
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
転
居
手
当
を
支
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給
さ
れ
て
い
る
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
が
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
以
外
の
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居

手
当
を
支
給
す
る
期
間
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。 

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
転
居
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
職
員
が
、
異
動
等
に
伴
つ
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
転
居

手
当
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
転
居
手
当
の
支
給
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
転
居
手
当
を
支
給
さ
れ
る
月
の
前
月
で
終
わ
る
も
の
と
す
る
。 

５
　
検
察
官
で
あ
つ
た
者
、
行
政
執
行
法
人
職
員
等
で
あ
つ
た
者
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
か
ら
引
き
続
き
俸
給

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
者
（
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
又
は
異
動

等
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
が
あ
つ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が

あ
り
、
当
該
変
更
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の
そ
の
他
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
転
居
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の

権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
前
各
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
転
居
手
当
を
支
給
す
る
。 

６
　
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
転
居
手
当
の
支
給
額
の
改
定
そ
の
他
転
居
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

人
事
院
規
則
で
定
め
る
。 

58― 58 ―



７
　
こ
の
条
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
　
異
動
等
　
官
署
を
異
に
す
る
異
動
又
は
職
員
の
在
勤
す
る
官
署
の
移
転 

二
　
特
定
転
居
元
　
異
動
等
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
す
る
職
員
の
移
転
前
の
住
居
が
あ
る
場
所
で
あ
つ
て
、
移
転
後
に
職

員
が
当
該
場
所
と
移
転
後
の
住
居
と
の
間
を
往
来
す
る
必
要
が
生
ず
る
と
通
常
想
定
さ
れ
る
場
所
と
し
て
、
職
員
が
当

該
場
所
を
生
活
の
拠
点
と
し
て
い
た
期
間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
所
（
単
身
赴
任
手
当

支
給
職
員
に
あ
つ
て
は
、
配
偶
者
の
住
居
） 

三
　
往
来
距
離
　
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
職
員
の
現
在
の
住
居
と
特
定
転
居
元
と
の
間
の
距
離 

四
　
単
身
赴
任
手
当
支
給
職
員
　
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員 

第
十
五
条
中
「
第
十
四
条
に
規
定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
（
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
を

指
定
さ
れ
て
、
当
該
休
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
を
勤
務
し
た
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
日
に

割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
休
日
勤
務
代
休
時
間
（
同
項
に
規
定
す
る
休
日
勤
務
代
休
時
間
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
指
定
さ
れ
た
」
に
、
「
当
該
休
日
に
代
わ
る
代
休
日
。
以
下
「
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
」
と
い
う
。
）
」

を
「
当
該
休
日
勤
務
代
休
時
間
に
代
え
ら
れ
た
休
日
勤
務
時
間
（
同
項
に
規
定
す
る
休
日
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同
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じ
。
）
を
除
く
。
）
」
に
、
「
勤
務
時
間
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
年
末
年
始
の
休
日
（
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
代
休
日
を
指
定
さ
れ
て
、
当
該
休
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
を
勤
務
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当

該
休
日
に
代
わ
る
代
休
日
。
以
下
「
年
末
年
始
の
休
日
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
休
日
勤
務
代
休
時
間
」
に
改
め
る
。 

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
職
員
に
」
の
下
に
「
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
」
を
加
え
る
。 

第
十
七
条
中
「
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
」
を
「
勤
務
時
間
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
」
に
、
「
及
び

年
末
年
始
の
休
日
等
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
」
を
「
、
勤
務
時
間
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
年
末
年
始
の
休
日
及
び

こ
れ
ら
の
日
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
休
日
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の

正
規
の
勤
務
時
間
（
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
日
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
職
員
に
あ
つ
て

は
、
当
該
休
日
勤
務
代
休
時
間
に
代
え
ら
れ
た
休
日
勤
務
時
間
を
除
く
。
）
並
び
に
休
日
勤
務
代
休
時
間
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
休
日
等
正
規
勤
務
時
間
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
た
」
を
「
休
日
等
正
規
勤
務

時
間
等
中
に
勤
務
し
た
」
に
改
め
、
「
給
与
額
に
」
の
下
に
「
次
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、

同
条
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

一
　
次
号
に
掲
げ
る
勤
務
以
外
の
勤
務 
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二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
勤
務 

イ
　
休
日
等
（
休
日
勤
務
代
休
時
間
に
代
え
ら
れ
た
休
日
勤
務
時
間
を
含
む
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す

 
る
休
日
を
除
く
。
）
に
お
け
る
勤
務

ロ
　
一
日
の
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
き
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
日
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ

れ
た
日
（
第
十
九
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
全
部
休
日
勤
務
代
休
時
間
指
定
日
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
勤
務 

第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
若
し
く
は
年
末
年
始
の
休
日
等
」
を
「
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
休
日
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
休
日
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
日
勤
務
代
休

時
間
に
代
え
ら
れ
た
休
日
勤
務
時
間
を
含
む
日
を
除
く
。
）
若
し
く
は
全
部
休
日
勤
務
代
休
時
間
指
定
日
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
二
十
六
・
二
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は

百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
、
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
六
・
二
五
、

十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
八
・
七
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五
」
に
、
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百

分
の
六
十
七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
六
十
八
・
七
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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３
　
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
す
る
。 

第
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
六
・
二
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五
」

に
、
「
百
分
の
百
二
十
六
・
二
五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
八
・
七
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百

分
の
百
七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
百
十
」
を
「
百
分
の
百
八
・
七
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
五
十
一
・
二
五
」
を
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
六
十
一
・
二

五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
は
百
分
の
五
十
三
・
七
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
三
・
七
五
」

を
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。 

（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
三
条
　
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

第
八
条
第
一
項
中
「
の
う
ち
四
時
間
」
を
「
の
一
部
」
に
、
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
を
「
勤
務
時
間
の
一
部
」
に
改
め
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る
。 第

十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
代
休
日
」
を
削
り
、
「
勤
務
時
間
」
の
下
に
「
（
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
日

勤
務
代
休
時
間
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
休
日
勤
務
代
休
時
間
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
（
次
項
に
お
い
て
「
休
日
の
全
勤
務

時
間
」
を
「
又
は
一
部
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
休
日
勤
務
時
間
」
に
改
め
、
「
、
当
該
休
日
前
に
」
を
削
り
、
「
休
日

に
代
わ
る
日
」
を
「
休
日
勤
務
時
間
に
代
わ
る
時
間
」
に
、
「
代
休
日
」
を
「
休
日
勤
務
代
休
時
間
」
に
、
「
当
該
休
日
後

の
勤
務
日
等
」
を
「
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
」
に
、
「
が
指
定
さ
れ

た
勤
務
日
等
」
を
「
と
し
て
指
定
さ
れ
た
勤
務
時
間
」
に
改
め
、
「
及
び
休
日
」
の
下
に
「
で
あ
る
勤
務
日
等
に
割
り
振
ら

れ
た
勤
務
時
間
」
を
、
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「
の
全
部
又
は
一
部
（
当
該
休
日
勤
務
時
間
と
同
一
の
時
間
数
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
代
休
日
」
を
「
休
日
勤
務
代
休
時
間
」
に
改
め
、
「
、
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
休

日
の
全
勤
務
時
間
を
勤
務
し
た
場
合
に
お
い
て
」
を
削
る
。 

第
十
六
条
中
「
年
次
休
暇
」
を
「
年
次
有
給
休
暇
、
年
次
無
給
休
暇
」
に
改
め
る
。 

第
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
年
次
有
給
休
暇
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
年
次
休
暇
」
を
「
年
次
有
給
休
暇
」
に
改
め
、
同
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条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
年
次
無
給
休
暇
） 

第
十
七
条
の
二
　
年
次
無
給
休
暇
は
、
一
の
年
ご
と
に
お
け
る
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数
は
、
一
の
年
に
お
い
て
七
日
と
す

る
。 

２
　
年
次
無
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
に
つ
き
、
各
省
各
庁
の
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
各
省
各
庁
の
長
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合
又
は
公
務
の
運
営
に
相
当
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
す
場

合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
　
年
次
無
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務

し
な
い
一
時
間
に
つ
き
、
同
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
す
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
四
条
　
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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第
六
条
第
二
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

 

第
七
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
七
十
五
」
と
」
の
下
に
「
、
「
百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八

十
」
と
」
を
加
え
る
。 

第
五
条
　
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 号　俸 俸給月額

 円  

  1 370,000

  2 408,000

3 438,000

号　俸 俸給月額

 円  

  1 442,000

  2 507,000

  3 575,000

  4 663,000

  5 771,000

6 879,000

65― 65 ―



第
七
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
六
・
二
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
七
十
五
」
と
、
「
百

分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
六
条
　
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
七
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

  
 
  

第
八
条
第
二
項
中
「
百
分
の
九
十
六
・
二
五
」
と
」
の
下
に
「
、
「
百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の

九
十
八
・
七
五
」
と
」
を
、
「
百
分
の
八
十
八
・
七
五
」
と
」
の
下
に
「
、
「
百
分
の
百
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
九
十
一
・
二
五
」
と
」
を
加
え
る
。 

号　俸 俸給月額

 円  

  1 419,000

  2 470,000

  3 525,000

  4 593,000

  5 677,000

  6 790,000

7 923,000
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第
七
条
　
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
六
・
二
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
九
十
六
・
二
五
」
と
、

「
百
分
の
百
二
十
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
九
十
八
・
七
五
」
を
「
百
分
の
九
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百

六
・
二
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
八
十
八
・
七
五
」
と
、
「
百
分
の
百
八
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
九
十
一
・
二
五
」
を
「
百
分
の
九
十
」
と
、
「
総
額
」
と
あ
る
の
は
「
総
額
（
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

に
所
属
す
る
職
員
の
数
、
人
事
評
価
の
結
果
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
総
額
を
超
え
て
支
給
す
る
こ
と
が
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
総
額
に
三
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
当
該
職
員
の
数
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
数
を

乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
で
人
事
院
の
承
認
を
受
け
た
額
）
」
に
改
め
る
。 

附
　
則 

（
施
行
期
日
等
） 

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定
並
び
に
附

則
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
次
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
第
一
条
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改
正
後
給
与
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び

勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
改
正
後
の
任
期
付
研
究
員
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
及
び
第

六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
次
条
及
び
附
則
第
四
条

に
お
い
て
「
改
正
後
の
任
期
付
職
員
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

（
特
定
任
期
付
職
員
に
係
る
最
高
の
号
俸
を
超
え
る
俸
給
月
額
の
切
替
え
） 

第
二
条
　
令
和
八
年
四
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
を
受
け
て
い
た
職
員
の
適
用

日
に
お
け
る
俸
給
月
額
は
、
改
正
後
の
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
に
掲
げ
る
号
俸
の
俸
給
月
額
及

び
第
一
条
改
正
後
給
与
法
別
表
第
十
一
に
規
定
す
る
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の
額
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定

め
る
。 

 

（
第
二
種
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
特
例
）

第
三
条
　
適
用
日
か
ら
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の

前
月
）
の
末
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
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は
、
同
項
中
「
当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
十
ま
で
の
俸
給
表
を
適

用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
と
す
る
。 

（
給
与
の
内
払
） 

第
四
条
　
第
一
条
改
正
後
給
与
法
、
改
正
後
の
任
期
付
研
究
員
法
又
は
改
正
後
の
任
期
付
職
員
法
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に

は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職

の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の

任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
改
正

後
給
与
法
、
改
正
後
の
任
期
付
研
究
員
法
又
は
改
正
後
の
任
期
付
職
員
法
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。 

（
転
居
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
五
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
第
一
号
に
お
い
て
「
第
二
条
改
正
後
給

与
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
三
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
も
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中
「
よ
り
、
」
と
あ
る
の
は
「
よ
り
、
令
和
九
年
四
月
以
降
、
」
と
、
「
三
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
通
算
し
て
三
年
を
経
過
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す
る
月
ま
で
の
間
」
と
す
る
。 

一
　
令
和
六
年
四
月
二
日
か
ら
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
異
動
等
（
第
二
条
改
正
後
給
与
法
第
十
二

条
の
三
第
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
異
動
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
伴
っ
て
特
定
転
居
元
（
同
項
第
二
号

に
規
定
す
る
特
定
転
居
元
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
住
居
を
移
転
し
た
職
員
（
同
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除

く
。
） 

二
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
異
動
等
に
伴
っ
て
特
定
転
居
元
か
ら
住
居
を
移
転
し
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員 

三
　
そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員 

（
代
休
日
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
六
条
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
代
休
日
の
う
ち
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
休
日
の
全
勤
務
時
間
を
勤
務
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
同
条
の
規
定
の
施
行

の
日
に
お
い
て
、
当
該
代
休
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
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員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
休
日
勤
務
代
休
時
間
の
指
定

が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
休
日
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

勤
務
時
間
を
含
む
日
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
） 

第
七
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
人
事
院
規

則
で
定
め
る
。 

（
地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
） 

第
八
条
　
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
地
域
手
当
」
の
下
に
「
、
広
域
異
動
手
当
」
を
、
「
単
身
赴
任
手
当
」
の
下
に
「
、

転
居
手
当
」
を
加
え
る
。 

 

一
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
条
第
二
項

二
　
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条 

三
　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
五
項 
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（
港
湾
法
等
の
一
部
改
正
） 

第
九
条
　
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
及
び
第
十
一
条
の
八
第
三
項
」
を
「
、
第
十
一
条
の
八
第
三
項
及
び
第
十
二
条
の
三

第
五
項
」
に
改
め
る
。 

一
　
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
十
三
条
の
二
十
九
第
三
項 

二
　
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
七

十
八
条
第
三
項 

三
　
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項 

（
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
条
　
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
二
項
中
「
単
身
赴
任
手
当
」
の
下
に
「
、
転
居
手
当
」
を
加
え
る
。 

（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
一
条
　
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 
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第
三
条
第
三
項
第
一
号
中
「
地
域
手
当
」
の
下
に
「
、
広
域
異
動
手
当
」
を
加
え
る
。 

第
六
条
第
三
項
中
「
日
に
お
い
て
」
を
「
時
間
に
お
い
て
」
に
改
め
、
「
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
」
を
削
り
、
同
項
第
一

号
中
「
相
当
す
る
日
」
の
下
に
「
の
正
規
の
勤
務
時
間
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
日
（
前
号
に
掲
げ
る
日
」
を
「
時
間

（
前
号
に
掲
げ
る
時
間
」
に
改
め
る
。 

（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
十
二
条
　
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

七
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
日
（
」
を
「
時
間
（
」
に
、
「
代
休
日
」
を
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
日
勤
務
代

休
時
間
に
相
当
す
る
時
間
」
に
、
「
同
項
各
号
に
掲
げ
る
日
」
を
「
当
該
休
日
勤
務
代
休
時
間
に
相
当
す
る
時
間
に
代
え
ら

れ
た
給
特
法
第
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
時
間
」
に
改
め
、
「
日
に
お
け
る
」
を
削
り
、
「
給
特
法
第
六
条
第
一
項
」
を

「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 
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理
　
由 

　
人
事
院
の
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
令
和
八
年
八
月
七
日
付
け
の
職
員
の
給
与
の
改
定
に
関
す
る
勧
告
並
び
に
職
員
の
勤
務

時
間
及
び
休
暇
の
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
、
俸
給
月
額
、
初
任
給
調
整
手
当
、
宿
日

直
手
当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
並
び
に
非
常
勤
の
委
員
、
顧
問
、
参
与
等
に
支
給
す
る
手
当
の
額
の
改
定
、
広
域
異
動
手

当
の
支
給
割
合
の
改
定
、
単
身
赴
任
手
当
に
お
け
る
加
算
額
の
廃
止
及
び
転
居
手
当
の
新
設
並
び
に
特
定
任
期
付
職
員
の
勤
勉

手
当
に
係
る
支
給
総
額
の
限
度
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
週
休
日
の
振
替
等
に
係
る
制
度
の
見
直
し
、
代
休
日
の
廃
止

及
び
休
日
勤
務
代
休
時
間
の
新
設
並
び
に
年
次
無
給
休
暇
の
新
設
を
行
う
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出

 

す
る
理
由
で
あ
る
。
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